2016(H28)年度事業報告
特定非営利活動法人　縁活
１　法人の理念
お年寄りの方も、障がいの方も、子どもたちも、その親たちも安心、安全で楽しく暮らせる共生の街を、住民、行政、他団体と共に創ることをめざす。
２　事業の実施に関する事項
特定非営利活動法人に係る事業　　
（1） グループホームすうほ事業
事業方針

街の中で共に支え合いの関係を築く

1 事業内容
　事業名：共同生活援助の運営事業（包括型）
　事業内容：障がい者の住まいの提供を行い、その人に合ったケアを心がけ、生活支援、健康管理、個別支援計画作成などを行う。また、宿泊体験事業も合わせて行う。
　実施日時：2016年4月1日～2017年3月31日まで（毎日）
　実施予定場所：栗東市霊仙寺1丁目3-26海老川ハイツ201・205・203

　従事者の人数：10名（内７名兼務）

2 入居者：深尾さん、久泉さん、菅原さん、平野さん、北村さん、和田さん　　
　　　　　　６名＋１名入居予定　（別紙参照にて）
3 支援体制
　管理者：杉田、

　生活支援員：小川から出口さんへ

　世話人：宮田、黄瀬、栄田、原田、黒木（サビ管）、シルバーさん３名）

　宿直者：森田、山本、奥野、林、西尾、西川、栄田

4 ２０１６年度支援体制状況
・平日の朝、夕体制と休日の支援体制を把握しコーディネートする連携とつなぎの支援をする。

　新しいスタッフの出口さんに入ってもらいつなぎの支援ができるようになった。

　　　　また、休日支援体制を整えることができた。

　・必ず生活状況、支援内容の日誌の記入をすること。

日誌の記入の仕方についての説明を行い、スタッフ同士が情報を共有することを大切にした。また、服薬の管理、通院状況については都度確認して、本人さんにわかりやすくしスタッフが確認、声掛けしていく流れができている。

　

　・直接支援について学ぶ研修をする。びわご学園研修予定。

初めての法人全体研修を行い、ホームでの支援の意味、大切にしていくべきことを確認し、理解してもらう機会を設けることができよかった。

・土日の支援が入れる主となる生活支援スタッフを１０月までに補充する。

出口さんがスタッフとして入ってもらうことができ、休日の細かい支援ができるようになった。土曜日が栄田さん、日曜日が出口さんといった形で支援体制が取れている。

（2） グループホームたちきの実事業

事業方針

街の中で共に支え合いの関係を築く

1 事業内容
　事業名：共同生活援助の運営事業（包括型）
事業内容：障がい者の住まいの提供を行い、その人に合ったケアを心がけ、生活支援、健康管理、個別支援計画作成などを行う。また、宿泊体験事業も合わせて行う。
　実施日時：2016年4月1日～2017年3月31日まで（毎日）
　実施予定場所：草津市草津3丁目11-34　ハイツ立木102・103・105・106
　　　　　　　　草津市西草津1丁目9-36アーバニアＡ棟109号

　従事者の人数：６名（内４名兼務）

2 入居者：小谷さん、木村さん、澤田さん、今村さん、中川さん

　　　　　　（別紙参照にて）

3 支援体制

管理者：杉田

生活支援員：小川から出口

世話人：宮田、黄瀬、栄田、田中、山元、黒木（サビ管）

4 ２０１６年度支援体制状況　
・個別に相談を重ねて、必要な支援をしっかりとできる体制をとり、

　利用者さんの生活支援に合わせてすうほへの利用変更も検討する。

検討をしているが本人の意思によりできていない。必要であれば変更はできるようにしていく。

・10月1日から草津シルバー人材センターさんと連携を取り業務分担を計画する。

　　　　シルバーさんの体制が変わり業務分担については難しくなった。スタッフさんは　

　　　　変わらずに今後もお願いしていきたい。

※ホーム全体として、支援体制が厚くなった。つぎはぎの支援になりがちであったが、これをつなくスタッフとして出口さん、園田さんの存在が大きい。日々のスタッフさんのスキルの向上と支援のつなぎを意識してもらうことにより、支援度合の高い方に対しても、きちんと体制をとることができるようになっている。また、全体の研修会をすることにより、ホームスタッフ同士の交流も図ることができよかった。

2016(H28)年度おもや事業報告

事業内容

　事業名：就労継続支援Ｂ型事業

従事者人数：9名（兼務含）

　利用者人数：20名（定員20名）

　　　　　　　内オモヤ☆キッチン利用者３名

支援体制

管理者：杉田

作業指導員：山本、森田、パート：原田(半日)、西尾

農業指導：中山(金のみ)

オモヤ☆キッチン店長：松岡

作業指導員：渡辺、パート：坂口、大川、松田、佐田
おもや事業の方針

　みんなと一緒に美味しい野菜を作る。

農を通じて共に働き、共に笑うこと。農の担い手となり、生きる価値を生む。
２０１６年度の取組状況（畑）

１おもやの福祉的支援の専門性を高める。

　　昨年に引き続きスタッフが若手のため、支援研修をびわこ学園と一緒に行う。

　発達についての勉強会を連続講座３回行い、発達についての専門的な知識から具体的　

　な支援についてまでを学ぶことができてよかった。
２主力野菜を決めるため、再度栽培計画を立てる。

売り上げ目標は500万円とする。平均工賃25000円を目指す。

　畑売り上げは450万円ほど、平均工賃は22,000円。
３草津山田にて田んぼを借りるおよそ５反
　新たに草津に水稲栽培を始める。他にも草津新堂に1反、栗東井上にも2反増える。
山田の田んぼ水稲し、２４俵収穫することができた。新堂、井上の圃場については作付けができず、次年度に向けての課題とする。
４施設外就労事業の始まり
　猪飼農園さんよりネギ植えの仕事依頼があり、１０月より、毎週2回午前のみ契約する。時給800円利用者、スタッフの６名分でハウス大は1時間半分、ハウス小は1時間分の仕事を受ける。今後増えていく可能もある。
オモヤ☆キッチン事業の方針

　街のみんなのキッチンとして、

食を通じて、お客様に満足してもらえるサービスをみんなで提供し生きる価値を生む

２０１６年度の取り組み状況（オモヤ☆キッチン）
１オモヤキッチンの売り上げの安定

　今年度月売り上げ目標は６０万として年間７２０万を目標とする。

　ヨルオモヤの開始により売り上げを上げることができたが、同時に時間外労働が増え

　人件費が上がる状況になってしまう。（月額15万円以上の人件費増）そのため、ヨルオモヤの在り方自体を見直す必要がある。
２体制作り

　松岡、渡辺を中心として、パートで坂口、大川の体制でスタートをしたが、ヨルオモヤの営業もあり、さらに松田、佐田をパートにて雇用する。しかし結果として、夜間の営業は過剰な勤務を強いる結果となっていまし、スタッフの負担を増してしまった。
29年度の営業体制の見直しを再検討していく必要がある。

３オモヤキッチンからの就職

　２名の就職が決まる。１０月１日から平和堂への就職。３月１日より彦根のホリーズカフェへ就職がきまった。畑からは立命館プラスに就職し合わせて３名が卒業する。
